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Synopsis

 Since the "Bass busters" was voluntarily established by students of the Faculty of Agriculture, Kinki University in 2008, 

the eradication for the alien invasive fishes such as largemouth bass, Micropterus salmoides and blue gill sunfish, Lepomis 

macrochirus has been promoted from two ponds in Nara Prefecture. Every kind of fishing gear, i.e., fishing, trap, artificial 

spawning bed and fish-net was used in the action. We report on the current activities and the achievement in this paper.
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はじめに 1.近 畿大学バ スバ スターズ

「近畿大学バスバ スターズ」 は,オ オクチバス

ル翫70μ6鰯 ∫∫α伽0ガ舵Sや ブ ル ー ギ ル五砂0纏 ∫

規α6706加㍑sな どの侵略的外来魚を駆除す ること

によ り,水 圏の在来生態系の保全 と再生 を目指す

学生団体である。主な活動場所は,当 団体が籍 を

置 く近畿大学奈良キャンパス内の第1調 整池およ

び同キャンパスに隣接する奈良市西端 の矢田丘陵

にある 「遊 びの森 」(子 供 の森)峠 池 である。 当

団体 は全 国ブラ ックバ ス防除市民 ネ ッ トワーク

(ノーバスネ ッ ト)に 所属 してお り,数 ある加盟

団体の中での数少ない学生団体の1つ である。本

稿では当団体のこれまでの歩み と活動 内容につい

て紹介する。

オオクチバスやブルーギルを始め とする北米産

外来魚が侵入することにより,日 本の陸水生態系

や,そ れに依存する水産業に大 きな影響 を与えて

いる 餅 。奈良県 も例外ではな く,メ ダカ α卿 αε

Zα妙6∫や カ ワバ タ モ ロ コ 飽 纏g7α辮規oのφ7ガ∫

7αs∂oアθ〃αといった止水性の小 型の在来魚が食害

を受けている。外来魚 の駆除 を行政のみで行なう

には人員や労働力が不足 してお り不可能である。

従って,市 民団体 による駆除活動は外来魚 を根絶

する うえで欠かせない もの となっている。外来魚

による深刻な被害を受けている滋賀県琵琶湖や宮

城県伊豆沼では,す でに外来魚駆除を目的とした

市民団体が駆除活動 に当たってお り,駆 除効果が

確認 されている45)。 しか し,奈 良県下 には外来
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魚 駆除 を専 門 に扱 う団体 は皆無であ った。 そ こ

で,2008年 に近畿大学農学部奈良キ ャンパ スの

学生 による任意団体 と して 「近畿大学バ スバ ス

ターズ」が結成 された。結成当初,外 来魚駆除を

行なっている団体 は市民によるものがほとんどで

あ り,学 生が主体 となっている団体 は全国的に見

て も非常 に少 なかった。学生団体には,年 齢が若

いため労働力 に優れる,環 境学習の実践ができる

などの利点がある。特 に,当 団体は環境管理学科

水 圏生態学研究室 を中心 としたメンバー構成で,

他 団体 と比較 して学術的な最新の情報が手に入 り

やす く,団 員の多 くが魚類学や保全生態学に関す

る専門的知識 を有 している(図1)。

当団体 は発足 と同時に全国ブラックバス防除市

民ネ ッ トワーク(ノ ーバスネ ッ ト)に 加盟 した。

ノーバ スネッ トは2005年 に発足 した。その 目的

は,外 来魚を防除 し生態系 を維持 ・回復するため

に各地の市民団体が連携 し,情 報の交換 ・蓄積 や

防除技術の開発などを行ない,防 除活動の輪 を全

国 に広 めてい くことにある。現在,37団 体 が加

盟 している。 ノーバスネットは例年,全 国一斉ブ

ラックバス防除ウィーク,通 称 「ノーバスウィー

ク」 を5月 下旬に開催するほか,社 会啓発の一環

として ガイ ドブ ックの発行 も行なっている。年1

回,東 京 において総会が開かれ,各 団体間での情

報交換 が行 なわれ る。 当団体 も毎年参加 してい

る。

2.駆 除対象魚

2.1オ オクチバス1協07砂'67〃33α 伽o'463

本種 は,サ ンフィッシュ科 オオクチバス属 に分

類 され,日 本へ は1925年 に神奈川県芦 ノ湖に移

殖 された北 米原産の典 型的な侵 略的外 来種 であ

る。 ルアー釣 りの対象魚 と して人気 があ り,近

年,野 放図な密放流によって各地へ移殖 され,現

在 では日本全国に分布する6)。 強い魚食性 である

ため,在 来種の食害が各地で起 きている。本種は

2亜 種か ら構成 され,ノ ーザ ンラージマ ウスバス

ルf.∫.∫α伽o読 ∫とフロリダ原産の フロ リダバ ス

.M.∫.ノZo磁α鰍sが 知 られている。産卵期 は5月

～7月 であ り,雄 が卵 と仔魚 を守 る習性があ る。

近年,近 縁種 の コクチバ ス.M.40Zo加 侃 も日本

に移殖 されてお り,一 部の水域で問題 となってい

る。一般 に用い られる 「ブラックバス」 という呼

び方はオオ クチバス とコクチバ スの総称 であ る。

オオクチバス,コ クチバ ス ともに2005年 に制定

された外来生物法 によって特定外来生物 に指定 さ

れてお り,無 許可での移動,運 搬が禁止 されてい

る(図2)。

2.2ブ ルーギルLのo〃zゴ3〃zαo/oo勉ア〃3

本種は,サ ンフィッシュ科ブルーギル属に分類

され,日 本へ は1960年 に移殖されたのが最初で,

現在 は日本各地の湖やため池に生息 している。オ

オクチバスの持続的餌魚 として,オ オクチバス と

セ ッ トで密放流 されたことが分布拡大の一因とも

言われている7)。雑食性で,在 来魚の卵や仔稚魚

を捕 食す るほか,水 生昆虫や水草 な ども食す8)。

産卵期は6月 ～7月 で,オ オクチバス と同様 に雄

が卵 と仔魚を守ることが知 られている。本種 もま

た外来生物法 によって特定外来生物 に指定 されて

お り,無 許可 での移 動 運搬が禁止 されている

(図3)。

3.活 動場所

3.1奈 良キャンパス第1調 整池

里 山に囲まれた近畿大学農学部奈良キャンパス

内 に所在す る谷池状の ため池で,周 辺 をコンク

リー トで護岸 されてい る。 この池には,ギ ンブナ

αZ名α∬嬬sp,メ ダカ,モ ッゴP∫θκ40撚 ∂0πψα7四α

タモ ロ コG襯 漉0汐ogOη6ZOηg1厩%∫610πgα魏Sな ど

の在来魚が生息 してい る。かつてはオオクチバ

ス,ブ ルーギル ともに生息 していたが,10年 に

渡 る駆除活動の結果,2009年 まで にオオクチバ

スの根絶 に成功 し,現 在はブルーギルのみが生息

している。本池はキャンパス内に位置 しているた

め,学 生 を対象 とした環境教育の場 として,と り

わけ外来魚問題 と生物多様性保全について考 えさ

せ るうえで非常 に有効 な実習池であ る。当団体

は,調 整池において釣獲による駆除とカゴ網 によ

る駆除を実施 している(図4)。

3.2矢 田丘陵 ・遊びの森(子 供の森)峠 池

典型的な谷池状の池で,上 池,下 池か ら構成 さ

れ,オ オクチバスが多 く生息 している。また,同

公園内には在来のメダカの生息池があ り,オ オク

チバスの侵入が危惧 されている。峠池は釣 りが禁

止 され,違 法行為 に対する注意喚起 を促す看板が
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立っているにも関わ らず,実 際には公然 と多 くの

釣 り人が訪れてお り,イ ンターネッ ト上で紹介 さ

れるなど,バ ス釣 り場 として知 られている。公園

内に位置 し,多 くの市民がレクリエーシ ョンの場

として訪れる場所であるため,外 来魚駆除活動を

す ることによって,社 会啓発が望め る。2009年

に人工産卵床の設置実験 とタモ網による稚魚す く

い を,2010年 か らは人工産卵床 に代 わ り,釣 獲

による駆除活動を行なっている(図5)。

4.駆 除方法

4.1人 工産卵床

オオクチバスは産卵期 に砂,砂 利,礫 帯に産卵

床を形成することが知 られている。それらの生態

を利用 し,オ オクチバスが産卵床を形成するよう

な場所 に人工産卵床を設置することにより,オ オ

クチバスの卵 を駆除す ることが可能であ る。 ま

た,親 が子を守るという習性を利用 し,小 型刺 し

網などを用いることによって親魚の駆除 も同時に

行なえる。当団体で用いた人工産卵床は苗ポッ ト

トレイの上に小石 を敷 き詰め,セ ンサーにピンポ

ン玉 を取 り付 けた 「伊豆沼式人工産卵床」を用い

た9)(図6)。

4.2浮 上稚魚の タモす くい

ふ化 したオオクチバス稚魚 は体長10mrn前 後

で浮上 し,20mmに 成長す るまでの問,水 面近

くを密集 して移動 しなが ら主に ミジ ンコを食べ

る。 これをタモ網 などによってす くい,大 量 に駆

除す ることが可能である9)。 特別 な道具が必要な

いことから,誰 で も簡単に駆除活動 を行 なえる。

4.3カ ゴ網(モ ンドリ)

カゴ網はブルーギルの駆除に有効であることが

知 られてお り,遮 光ネッ トを張 ったアイ篭や,枯

れ枝 を入れてブルーギルを誘導 し,ナ マズを入れ

て駆除労力を軽減 させた"ギ ルジゴク"な ど,現

在ではさまざまな手法が駆除現場で用いられてい

る1αll)。また,お とりを用 いることによって駆除

効果が上 がる ことが報告 されてい る12)。当団体

では,駆 除の現場で用い られることが多い大型の

カゴ網を使用 した(図7)。

4.4釣 り

釣 りによる外来魚駆除は手軽であ り,誰 で も簡

単 に行 なえ ることか ら13),多 くの市民団体 で利

用 されている。 また,釣 り大会 などを開 くことに

よ り,社 会啓発 も期待 で きる。駆除効果 は高 く,

大型のため池で も個体数の抑制効果が認め られて

い る14)。駆 除活動 にはノベ竿 による餌釣 りが用

い られることが多 く,餌 として ミミズ,生 きエ ビ

が利用 されることが多いが,生 き魚 を用いること

によって大型のオオクチバス を選択的に駆除で き

ることが報告 されている15)。当団体 では ノベ竿

を用いず,リ ール付 きの竿 を使用 して駆 除 を行

なっている。利点として,細 い糸を使用 して大型

の個体 を取 り込むことがで き,魚 に気づかれず遠

距離か ら餌の投入が可能な点が挙げ られる。当団

体が活動 している峠池ではオオクチバスを狙 った

釣 り人が多いことか ら,魚 が人間を警戒 して しま

い,餌 釣 りでもなかなか釣れない。そ こで,ナ イ

ロン1.5号 の細糸仕掛 けで魚か ら距離 をとって魚

に気づかれない ように して釣ることにしている。

5.駆 除成果

5.1調 整池

2008年 はノーバ スウ ィークに合わせて駆 除釣

り大会 を行 なった。参加 人数 は18人 で,採 集 さ

れた魚種お よび各尾数はブルーギル58尾 ギ ン

ブナ5尾,モ ツゴ1尾 であった。その後 も釣獲に

よる定期的な駆除行なったところ,か つては 目視

でブルーギルの姿が確認で きるほ どであったが,

現在 はほとんど見 られない。 また,ブ ルーギルの

生息数が減 ってい くのに反比例 して,ギ ンブナ ・

モッゴ ・タモロコ ・メダカの生息数が増加 してお

り,と りわけギ ンブナは現在,優 占種 となってい

る。農学部では約50名 か らなる2回 生対象の野

外実習(里 山学演習)に おいて,調 整池の外来魚

駆除 を実施 している。2010年 の学生実験 での釣

りによる駆除では,数 尾のブルーギルが釣れたの

みであ り,ブ ルーギルの個体数の減少 を裏付 ける

結果 となった。2010年 か らは釣 りに加 えてカ ゴ

網による駆除を行 なっている。特に4月 ～5月 に

かけてブルーギルが多 く獲れた。理 由としては夏

と比べ ヒシなどの水生植物があま り生育 していな

いため魚が居着 く場所が少 なく,カ ゴ網 を住みか

として利用 した とい うことに加 え,水 温が上昇 し
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たため魚が活発に動いた ことが考えられる。対 し

て ヒシが繁茂 した夏や水温が下がる秋～冬にかけ

ては,ブ ルーギルはカゴ網 に入 らなかった。

5.2矢 田丘陵 ・遊びの森(子 供の森)峠 池

2009年 はノーバ スウィー クに合わせて駆 除釣

り大会 を行 なった。参加者は15人 で,21尾 のオ

オクチバスを駆 除 した。 また,4月 ～7月 にかけ

て伊豆沼式人工産卵床 を設置 し,峠 池でも同様の

効果が得 られるかを検証 したが,効 果は認められ

なかった。理由 として,人 工産卵床 を利用 しなく

て も産卵 に適 した場所が多 くあったこと,釣 り人

が多いため,オ オクチバスが人工産卵床 に居着い

た としてもす ぐに釣 られて しまうことが挙げられ

る。人工産卵床設置中は"実 験 中"で あることを

注意喚起 したポスターを貼 っていたが,効 果 は薄

く,人 工産卵床にルアーが引っ掛かっていること

す らあった。2010年 か らは釣 りによる駆 除を中

心に行なった。特 に4月 ～7月 は週 に1回 の高頻

度でオオ クチバス を駆 除 した。 また,2010年 も

ノーバスウィークに合わせて駆除釣 り大会を開催

し,参 加者11人 で23尾 のオオクチバスを駆除 し

た(図8)。 産卵期 に集 中的 に釣獲 による駆 除を

行なったことにより,多 少 はオオクチバスの個体

数が減った ように感 じられる。 しか し,ま だまだ

生息数は多 く,継 続的な駆除が必要である。

お り,予 断は許 さない状況である。 しか し,ノ ー

バスネッ トの加盟団体が2005年 の発足時 に23団

体だった ものが現在 は37団 体 あるように,外 来

魚根絶 とい う社 会的認識 は広 ま りつつあ る。 ま

た,そ れらの認識 は学生に も浸透 してお り,当 団

体が加盟時は1団 体のみだった学生 団体が現在は

当 団体の他 に新 たに2団 体が会員 団体 となった

(宮城大学 自然研究部,滋 賀県大BASSER'S)。 外

来魚駆除は次代 を担 う学生 にとって,き わめて有

効な環境学習の実践 となり,外 来種駆除を通 じて

生物多様性 を考 えさせ る絶好の機会 を提供す る。

当団体 も各市民団体や学生団体 と連携 し,今 後 も

外来魚駆除に努めてい きたい。
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